聖書講解ワークショップ
説教準備ワークシート

氏名:							聖書箇所:				

スモールグループでは、各自に割り当てられた2箇所の聖書箇所ひとつにつき、5分間で発表していただきます。以下の設問に沿って資料を作成し、A4サイズ1枚（両面可）の資料を10部（グループの人数分）印刷の上、当日ご持参ください。
この資料は、グループ内で建設的なフィードバックを行うのに役立ちます。設問の内容についてご不明な点がありましたら、こちらのサイトをご参照ください。simeontrust.org/prepare/

1. 著者はこの聖書箇所をどのような構成で書いていますか？
a）聖書箇所の構造を示し、それぞれのセクションに該当する節を記載してください。
b）どのような手法・アプローチでその構造を見出したのか説明してください。
c）その構造によって明らかになる強調点は何でしょうか。

2. 文脈・背景情報はこの聖書箇所の意味をどのように明らかにしていますか？
その聖書箇所の意味を理解するにあたり、以下の各文脈を考慮し、その箇所に関係のある要素を書き出してください。：
a）文学的文脈（前後の箇所との関係）
b）歴史的文脈（著者が語りかけている読者・当時の受け手が置かれていた状況）
c）文化的文脈（当時の生活習慣や価値観など – その時代・その場所における生活に関わる具体的背景）
d）聖書全体の文脈（著者が他の書から引用・暗示している箇所や、歴史的なつながり）
※ この聖書箇所に関係があるもののみ記述してください。

3. 著者が聞き手に向けて論じている主な論点は何ですか？
（一文で簡潔に答えてください）

4. この箇所はイエス・キリストの福音とどのようにつながっていますか？
福音のどの側面がここで示されていますか？

5. あなたがあなたの聞き手に伝えようとしている主な論点は何ですか？
（一文で簡潔に答えてください）

6. この箇所から、どのような適用が導き出せるでしょうか？
クリスチャンとノンクリスチャンの両方を考慮してください。

7. あなたの説教のタイトルとアウトライン（概要）を書いてください。
[image: ]Please remember to print 10 copies of this completed worksheet and bring them with you to the small group session.
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